
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,401 人     
女性   15,991 人    
合計   30,392 人    
世帯   13,751 世帯

( － 10）
( ＋ 4）
( － 6）

( ＋ 26）

人の動き
 （R4.5.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   8 月 1日🈷    口座振替  7 月 25 日🈷

固 定 資 産 税               　 　　            　       第 2 期
国民健康保険税（普通徴収）　  　  第 1 期 ・全期
介護保険料（普通徴収）　　　　　  第 1 期 ・全期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）   第 1 期 ・全期

Shining person in Masaki
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
広聴係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　こんにちは。岡田小・中の卒業生、久保田大希と申します。
僕は、県外で学生、社会人生活を経験し、昨年松前町に戻って
きました。県外での生活という比較対象ができたからこそ、戻っ
てきて再認識したこと―。それは、松前町には、たくさん 「いい
とこ 」があるということです。子どもたちの元気な声でのあいさ
つ、何年たっても変わらない友情、近所のつながりなど。人の
優しさと温かさは、最大の 「いいとこ 」だと感じています。そん
な生まれ育った松前町に関わることがしたい、との思いが湧き
上がっていた時、地域づくり活動を行っている 「まさき―いい
とこ見つけ隊」に出会いました。主な活動内容は、町歩き、サイ
クリングや子ども夢会議などのイベントを通じて、松前町の 「い
いとこ 」つまり、魅力の町内外への発信です。僕も活動に参加
してから、松前町がもっと好きになりました。皆さんも一緒に松
前町の 「いいとこ 」を探しましょう。この原稿を書いている今も、
隣の田んぼから、カエルの鳴き声という、心地よい自然のBGM
が流れています。これももちろん 「いいとこ 」の1つですよね。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「楽しくて笑顔があふれる学校に」

（写真左から） 
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　岡田小学校 6 年生の 6 人は、学校行事の運営や学校全体の
話し合いを取りまとめる、運営委員会のメンバーです。
　運営委員になったきっかけを、「自信を持ちたかったから」
と話す武智誠宜さん。4 月に行われた「1 年生を迎える会」で
は司会に立候補して、全校生徒をまとめました。眞部ひなた
さんが、「運営委員になって、いろいろなことにチャレンジし
てみたかった」とほほ笑むように運営委員は、行事の内容を
決めたり、進行をしたりと役割が多くあります。そんな中心
的な役割を担っていることを自覚している中岡佑太さんは、

「学校の代表だから、みんなのお手本になれるような行動を
心掛けている」と胸を張ります。「次は、ぜひ司会をやってみ

たい」と新しいチャレンジに目を輝かせるのは、木戸
陸翔さん。岡本心葉さんは、「大きな声を出して、みん
なをまとめたい」と目標を掲げ、松友日和さんは、「学
年関係なくみんなで遊べるような学校にしたい」と意
気込んでいます。
　今後、運営委員が関わる一大イベントは、何といっ
ても運動会です。大きな目標に向けて、一人一人が自
分の役割に責任を持ってやり遂げ、みんなのために楽
しくて笑顔があふれる学校にしていきます。

森永剛史さん　裕加さん　   羽菜ちゃん

　　　　　　　　 　和来くん        う  たちゃん

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（神崎）

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
もりなが・たけし　会社員。釣りが好き。和来くんと 2 人だけで釣
　りに行くという男同士の約束をしている　大洲市出身
もりなが・ゆか　専業主婦。ドライフラワーが好きで、家にいくつも飾っ
　ている。クリスマスには自分でリースを作ることも　松山市出身
もりなが・はな　体育の授業が好き。カメラで写真を撮るのがマイ
　ブーム。昨年から習っているピアノを頑張っている　小 1
もりなが・わく　外で遊ぶのが大好きな活発な男の子。幼稚園では、
　鬼ごっこをして遊んでいる。側転が得意　　年中
もりなが・うた　3 月に生まれたばかりのみんなのアイドル　0 歳 3
　カ月

　神崎に住む森永さんファミリー。まきストーブのある、木のぬくも
りが感じられるおうちで、いつもにぎやかに過ごす仲良し家族です。
　「家を建てる時は、まきストーブにこだわった」と話す剛史さん。
自慢のまきストーブは、部屋を暖めるだけではなく、裕加さんや子
どもたちがトッピングしたピザを剛史さんが焼いたり、焼き芋を
作ったり―。まきストーブを中心に家族の笑顔が絶えません。
　「卵焼きが作れるようになった」と誇らしげな羽菜ちゃん。裕加
さんは子育てで忙しい中、お手伝いをしたい羽菜ちゃんに料理を
教えたり、「絵の具で絵を描きたい」と言う和来くんに絵の具を準
備したりと、子どもたちのチャレンジしたい気持ちを大切にしてい
ます。そんな裕加さんは、今年の3月に第 3子のうたちゃんを出産
したばかり。「産後は、剛史さんが慣れない家事をしてくれたり、羽
菜ちゃんや和来くんがうたちゃんの面倒をよく見てくれたりする」と
ほほ笑みます。うたちゃんが泣いたら、すぐ駆け寄ってあやす羽菜
ちゃんと和来くん。2 人ともうたちゃんのことが大好きです。
　今後は、キャンプに行きたいと話す森永さんファミリー。これ
からも、5人の楽しい思い出をたくさんつくっていきます。
　次回は、羽菜ちゃんの同級生、西村美穂ちゃん、理恵さん＝鶴
吉＝ファミリーをご紹介します。

今回は僕も参加している「まさき―いいとこ見
つけ隊」の活動を紹介します。

久保田 大希 さん
Kubota Taiki
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今年もたくさんのイベントを
計画中です。詳細は、見つ
け隊のホームページ （右の
QRコード）をチェック！

Check！
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